
－ 75 －

『愛媛大学社会共創学部紀要』第５巻第１号　2021年　p.75－80

要旨
日本国内で 2020 年 1 月 15 日初の COVID-19 が確認されて以降、COVID-19 感染拡大が続く中、愛媛大学は

「新型コロナウィルス感染症に対する教育活動BCP」を設定し、段階的に対策を講じている。一部対面型授業が
可能となったイエローステージ（6月段階）において、スポーツ指導実習「柔道」は、遠隔授業では特に身体
感覚を必要とする技を学ぶことができないため、感染防止対策を徹底した上での対面型授業を実施した。特に
COVID-19 対策として、柔道衣不着用、技の選択、授業者とCOVID-19 対策者の協力体制が特徴として挙げられ
る。本稿はCOVID-19 対策を講じた柔道のニューノーマルの授業実践を報告するものである。なお、授業後か
ら 2週間経過観察を行った結果、受講した学生及び教員の体調不良・怪我・感染の兆候の報告はなく、無事終了
している。

1．はじめに
　愛媛大学社会共創学部地域資源マネジメント学科ス
ポーツ健康マネジメントコース（以下、スポーツ健康
コースと略記）は、2017 年から現在まで、日本の武
道文化の知識・理解・技能習得のために、松山大学
樗木武治氏を迎え、スポーツ指導実習「柔道」（第２
クォーター：90 分× 8コマ、2年生必修）を開講して
いる。例年教員 1名の指導で実施していたが、2020
年度は COVID-19 感染拡大によって授業内容の変更
を余儀なくされた。日本国内で 2020 年 1 月 15 日初の
COVID-19 が確認されて以降、本科目の実施が予定さ
れている 6月まで全国累計 18,000 人の感染者が報告
されていた。
　愛媛大学は、学生・教職員ならびにその家族の健康
と安全を確保しつつ、安心して教育活動が実施でき
る環境を維持することを目的に「愛媛大学新型コロ
ナウィルス感染症に対する教育活動BCP（Business 
Continuity Plan ／事業継続計画／令和 2年 4月 8日
版）」によって感染拡大防御の指針を示した。その指
針において、6月の感染状況（以下、ステージ）は「イ

エロー」であった。
【イエロー・ステージ】
　感染状況：愛媛県内の新規感染者増加数が 1日数名
～ 10 名程度で安定的に推移している場合、または県
内において感染の拡大の恐れがあると判断される場合
教育活動：遠隔授業を積極的に実施する。ただし、感
染拡大防御に配慮しつつ対面型授業も実施することが
出来る。
　スポーツ指導実習「柔道」は、遠隔授業では特に身
体感覚を必要とする技を学ぶことができないため、感
染防止対策を徹底した上での対面型授業の実施を決定
し、学部に対面型授業申請を行った。申請承認後、感
染防止対策の協議を重ねた結果、感染防止対策に特化
した追加教員 1名（スポーツ健康コース牛山）を置く
方法で、対面型授業を実施することとなった。柔道は
接触型スポーツであることから、感染防止対策は難し
いとされていたため、6月時点でも、他大学における
柔道の対面型授業の事例報告はなかった。そのため、
授業実施教員（樗木）とCOVID-19 対策教員（牛山）
は、事前の健康確認調査、接触・飛沫感染対策、感染
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防御対策下で可能な実施方法・内容・柔道の技などに
関する事前研究を行い、計画から実践まで協働して取
り組んだ。2020 年 6 月から 7月まで感染防止対策下
で本授業を実施し、怪我による欠席者 1名を除く、ス
ポーツ健康コース 2年生 22 名が参加した。なお、本
授業は授業後から 2週間経過観察を行い、学生・教員
からの体調不良・怪我・感染の報告はなく終了してい
る。本稿は、この実践内容について報告するものであ
る。

⒉ COVID-19 感染防止対策 
　「愛媛大学社会共創学部活動遵守事項」「対面授業
実施時の注意点」「COVID-19 対策としてのスポー
ツ活動再開ガイドライン HPSC 版」（2020 年 5 月 20
日：独立行政法人日本スポーツ振興センター /ハイパ
フォーマンススポーツセンター）を参考に、授業の
COVID-19 対策を講じた。

◎体調管理とマスク着用
◆授業開始時、体調不調者を確認する。体調不調者は
自宅で休養し、総合健康センターに連絡するよう指
示する。後日所定の授業欠席申請書を提出するよう
に伝える。

◆事前に咳、発熱（37.5℃以上）等、少しでも体調の
すぐれない場合には登学しないよう学生にメール
で周知する。上記理由による欠席は「正当な理由に
よる授業欠席」として扱う。

◆教員も、自身の体調不良を感じた場合には、授業を
実施しない。　

◆マスクの着用について、会話／静止状態時はマスク
の着用を原則として行うが、夏場のため、運動時に
おいて文科省・スポーツ庁からも熱中症の危険もあ
り、運動中の（高温多湿の場合は特に）マスクを着
用しないように通達があり、着用は避ける。学生本
人のマスク着用希望があれば、連続して運動する時
は熱中症対策のため外すことを推奨するが、それ以
外の着用は可能とする。

◎フィジカル・ディスタンスと消毒の徹底、飛沫感染
の徹底予防

◆授業開始までに、感染拡大地域への訪問の有無を
メールで調査する。

◆水際対策として学生は授業直前に検温して、健康状
態を用紙に記入する。発熱・体調不調者は実技を受
講させない。更衣室の密を避けるために、学生は
あらかじめトレーニングウェアを着用して登学し、
授業に参加する。本授業は柔道衣を着用しないで行
う。　

◆武道場の窓・出入り口を全開し、よい換気状態を維
持する。

◆実技前に手洗いと消毒、授業中も 30 分おきに消毒
を行う。柔道場の畳と足裏を消毒液と除菌クリー
ナーで拭いて使用する。

◆柔道は個人で行う作法、体力つくり、型、基本練習
を中心に行い、フィジカル・ディスタンスをとり、
同一空間は 10 人以内、交代制で行う。

◆身体接触が続く試合は行わない。対人を必要とする、
例えば組み手時間は極力短くし、組み手後手指の消
毒を行う。接触の長い組み手は相手をイメージして
対人にならない「エア組み手」などで行う。

◆柔道のルール解説・指導留意点を座って聴く際は、
学生を武道場いっぱいに広がらせ、フィジカル・
ディスタンスを確保した上で、手元に各自筆記用具
を用意し、筆記させる。

◆水分の補給（熱中症対策 20 分から 30 分に一度は必
ず確保）、学生各自でタオルを用意し汗拭きは自由
に必要に応じて行う。授業終了時に体調不良者調査
を行い、体調不良者は総合健康センターに連絡する
よう指示する。

◆着替えが必要な学生がいる場合、まず手洗いと消毒
を行い、更衣室の密を避けるために 5人ずつ交代で
着替えを行う。更衣室の物に触らないこと、短時間
で着替えること、着替えの時間は通常よりも必要で
ある点を考慮して 10 分早く終了する。

◎感染防止に必要となる物品の準備
◆非接触デジタル検温器で授業直前に検温→教員
◆大学が体育館に準備している消毒液のほか、教員が
毎時手元用に１本用意する

◆マスク（使用を希望する学生で、持参していない場
合に使用するマスク）１箱（50 枚）→教員が準備

◆資料・クリップボード（学生各自用、アルコール消
毒して渡す）除菌クリーナー→教員が準備

◆筆記用具（学生が各自で用意する）
◆汗拭き用タオルと水分（学生が各自で用意する、共
有しない）

◎その他　感染対策チェックと体育館使用上の注意
◆ホワイトボードに感染対策の注意点を掲示し（図
1）、同時にプリントを各自に配布する。授業の冒
頭では　約 15 分間を使って実技時でのディスタン
ス、消毒、飛沫予防（無駄な会話をしない）、水分
補給について毎回確認をする。
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◆COVID-19 感染防止対策として、授業実施教員と
対策教員の協力体制で臨み、授業実施教員が実技を
進める中、対策教員が授業に参加し、「密」「接触」
「飛沫」の観点の注意が必要な場合は介入して対策
に務める。運動強度は中等程度以内で行う。激しい
飛沫が起きないように留意する。

◆解錠、施錠は教員が責任を持って行う。体育館は通
常施錠→使用前に学生生活支援課で鍵を借りて解
錠し、学生が入館したら施錠する→教員が鍵を保管
し終了後、学生が体育館を退館するために解錠し、
退館まで見届ける→無人を確認して施錠し、教員が
学生生活支援課まで鍵を返却する。

　　
⒊ スポーツ指導実習「柔道」の実施内容
3-1　実施概要
　柔道は相手と直接組み合って、投げおよび抑えるこ
とを中心に行われる運動である。すなわち身体接触が
多く、感染拡大を招いてしまう危険性のある科目であ
る。そのため実施については慎重に協議し、予防対策
を策定した。一方で、柔道本来の魅力や楽しさについ
て実施教員（樗木）と感染対策担当教員（牛山）は事
前協議を行った。最大の課題は、更衣室の密を避ける
ために柔道衣を着用しない点にあり、その状態で武道
の伝統的な考え方や行動様式を学ぶために必要な工夫
ついて、さらに検討を重ねた。事前研究によって真正
面での長時間の接触を極力避けたうえで、柔道の魅力
や考え方が伝わる内容を抽出し、授業内容を計画した
（表１）。柔道を学ぶためには、柔道衣の特徴、条件な
どの理解は不可欠であるため教員（樗木）のみ柔道衣
を着用して授業を実施した。

3-2　各項目の内容
⑴礼法
　柔道の技術を習得する前に、なぜ柔道をはじめとす
る武道では『礼法』が重要視されるのかを理解する必
要がある。柔道衣を着用している状態と同様に、座礼、
立礼、左座右起など基本的内容を行った。
⑵柔道衣の特徴について
　着用方法、各部の名称、柔道衣に関するルール、こ
れまでの経緯などを説明した。
⑶補助運動（マット運動）
　受け身や投げ技を学ぶ前に、導入としてマット運動
的要素を取り入れた。具体的には、前転、後転、開脚
前転、開脚後転、倒立前転、後転倒立、側転、ロンダー
ドなどである（図 2）。畳の感覚に慣れながら、回転
する方法や身体の使い方を学び、柔道の技術習得へと
つなげることがねらいである。

図１　感染防止対策の掲示（牛山撮影 2020.6.15）

図２　導入の開脚前転の様子（牛山撮影 2020.6.15）

※ 8回目はレポート
表１　授業の実施期間・内容：2020.6.15-7.27
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⑷受け身（後、横、前）
高等学校までに柔道を学習したことのない学生が多数
のため、基本の段階から授業を進めた。この段階では
接触を避け、一人でできる練習方法に限定して行い、
さらに 2人 1組で相互チェックし、フィードバックを
行った（図 3）。

 

◆後受け身、横受け身
　仰臥姿勢、長座、中腰、立位と段階を追って練習を
行った。
◆前受け身
　伏臥姿勢、両膝、中腰、立位と段階を追って練習を
行った。
⑸進退動作
　相手を崩したり、相手の動きに応じたりする場面で、
常に適当な足幅と重心の安定が重要である。そのため
に『すり足』、『歩み足』、『継ぎ足』の練習を行った。
⑹基本姿勢と組み方
　自然体、自護体を説明し、右自然体での組み方を説
明した。柔道衣を着用していないため、着衣を道衣に
見立てて行った。半袖で受講する学生が多いため、引
手を手首に持ち替える工夫をした。真正面での組手の
時間は最小限にとどめた。
⑺体さばき
　相手を崩して不安定にするためには、体さばきが重
要である。ここでは代表的な『前さばき』、『後さば
き』、『前回りさばき』、『後回りさばき』を実施した。
⑻受け身（対人練習）
　対人での受け身練習は、最小限の接触で練習できる
よう、実施項目を絞って実施した。
◆後受け身（図 4）
　伏臥姿勢での補助
　伏臥姿勢で動きながらの補助
　蹲踞姿勢からの各種練習

◆横受け身（図 5）
　四つん這い姿勢での補助片膝姿勢からの足払い
　柔道の攻防に必要な基本動作を体力トレーニングと
兼ねて実施した。初めての動きに戸惑う学生も多かっ
たが、反復することで修得することができた。
◆摺り上げ、腰きり、脚けり、脚まわし、エビ

⑽投げ技
　学生は柔道衣を着用しておらず危険なため、実際に
相手を投げる動作は行わなかった。一人打込み足払い、
二人組での大外刈り、一本背負い投げの形を練習した
（図 6）。接触時間を短くしながらも、投げる直前まで
の動作を行い、『崩し』、『つくり』、『掛け』を説明し
た。真正面での接触時間を短くするための工夫として、
１人で動作の反復練習を行った後、2人組での練習を
行った。

図３　受け身練習・2人 1組で相互チェック
　　　（牛山撮影 2020.6.15）

図４　後ろ受け身・2人 1組で練習（牛山撮影 2020.6.29）

図６　 背負い投げの構えから投げ直前までの練習
　　　（牛山撮影 2020.7.13）

図５  片膝姿勢からの足払い練習 （牛山撮影 2020.6.29）
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⑾前回り受け身
　前回り受け身は、柔道未経験者にとって最も修得が
難しい技術の一つである。受け身の集大成に位置づけ
られるこの受け身は、背負い投げや大腰で投げられる
際に必要とされる。また、円運動を理解するうえでも
非常に重要な動きである。今回は、個別に動画（タ
ブレット端末を使用）を撮影し、その場で再生して
フィードバックを行った（図 7）。学生が直接自己の
動きを確認することができ、専門家の助言を受けるこ
とで学生の修正力が引き出され、全員が前回り受け身
を修得することができた（図 8）。

⒋ 授業における指導と課題
　授業後にアンケート調査を実施した。アンケートの
内容は、主に以下の 6項目についてである。
⑴柔道衣を着用しない授業について
　高等学校までに柔道を経験したことがある回答者か
ら、メリットとして着替えの負担軽減、動きやすさ、
新鮮さなどが挙げられた。一方でデメリットとして、
組み合うことがないための物足りなさ、受け身の時の
衝撃の強さなどが挙げられた。
⑵礼法などの行動様式について
　柔道衣を着用していないが、礼法を通して武道の伝

図８　 １人ずつ前回り受け身の動画を撮影　
　　　（牛山撮影 2020.7.20）

図７　 前回り受け身練習法（牛山撮影 2020.7.20）

統的な考え方や行動様式を学ぶことができた回答が多
数であった。
⑶「怖い」、「痛い」と感じることはあったか。
　８割以上の学生から「怖い」、「痛い」とは感じな
かった回答を得た。一方で、未経験者の女子から、前
回り受け身の練習で怖さを感じた回答があった。未経
験者に対する練習方法について、段階を経ながら進め
ているが、更に未経験者への指導の改善が必要である。
⑷投げる動作を実施しない点について
　柔道衣を着用していないため、相手を投げる動作は
実施していない。これは「受け」で柔道衣を握れず、
正しい受け身がとれないためである。ダイナミックな
投げ技の修得は、柔道の持つ魅力の一つであり、この
魅力をどのように伝えるかは、最も感染対策教員と協
議を重ねた部分であった。その解決策として、一本背
負い投げや大腰など、柔道衣を着用していなくてもで
きる技を、持ち上げる動作まで行うことで、その魅力
を伝える指導に徹した。アンケートからは、投げ技の
魅力が伝わったとの回答が多数あった。一方、男子の
経験者から投げ技の魅力を感じなかった回答もあっ
た。投げ技のバリエーションや練習パターンを増やす
等、更なる改善が必要である。
⑸基本動作について
　本授業では、身体接触を避けるため固め技も実施し
ていない。通常、未経験者を対象とした柔道の授業で
は、危険を回避した上で運動量を確保するために、固
め技を行うことが多い。そこで運動量の確保や、固め
技の基本動作習得のため、摺り上げ、腰きり、脚けり
などの基本動作に多くの時間を割いた。初めて体験す
る動きに興味を示す学生も多く、回を重ねるごとに動
きを修得していった。学生からは、難しかったが楽し
かったとの回答が多数あった。コロナ禍の中で、自宅
でできるトレーニングとして、継続を期待する。
⑹動画を使った指導について
　 9割の学生が、「わかりやすかった」と回答した。
動画を確認しながら指導することで、より具体的な修
正点を示すことが可能となり、学生の理解度、修正能
力も向上し、技能の習得に有効な方法であることが示
唆された。

⒌ おわりに
　スポーツ指導実習「柔道」（第２クォーター／ス
ポーツ健康コース　２年生必修）は、遠隔授業では身
体感覚と技法を修得することができない科目のため、
COVID-19 防止対策を徹底した上での対面型授業を実
施した。大学の示す感染防止対策の遵守に加え、授業
実施教員と感染防止対策担当教員の二人体制で臨ん
だ。対策担当教員は、授業に参加し、授業中の「密」
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「接触」「飛沫」の観点についてチェックを行い、リ
スクを感じた場合は介入して対策に努めた。授業後
2週間及びその後も、教員・学生ともに体調の変化や
COVID-19 の兆候はなく、今回の対策が実技の感染の
リスク回避に適切であったと考えられる。
　COVID-19 感染拡大は、現在（2020 年 12 月）も終
息に向かうことなく、大学は「イエローステージ」が
続いている。愛媛大学は、COVID-19 の影響下であっ
ても、学生の学びの「場」としてのキャンパスライフ
の提供に努める考えを明示し、日々対策と授業の両立
に取り組んでいる。スポーツ健康を指導する教員とし
て、今後も学生が実技の機会を失わず、スポーツ教育
の特性である身体感覚と技法を身につけることができ
る「ニューノーマル（新しい授業方法）」の推進に力
を注いでいきたい。
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